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民
生
委
員
制
度
が
始
ま
っ
て
か
ら
、

　
来
年

(

平
成
二
十
九
年

)

で
百
年
を
迎
え
ま
す
。

　　
民
生
委
員
の
歴
史
に
つ
い
て
、
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
民
生
委
員
の
名
称
は
、
戦
後
昭
和
二
十
一
年
の
「
民
生
委
員
令
」

に
よ
り
そ
れ
ま
で
の
方
面
委
員
の
名
称
か
ら
民
生
委
員
と
改
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
方
面
委
員
の
「
方
面
」
と
は
、
「
地
域
」
を
表
し
て
い
ま
し
て
、

昭
和
七
年
に
施
行
さ
れ
た
救
護
法

(

生
活
保
護
制
度
以
前
の
公
的
救

済
制
度

)

に
基
づ
く
救
護
委
員
と
し
て
、
経
済
的
困
窮
者
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
の
民
生
委
員
の
「
民
生
」
と
は
「
国
民
の
生
活
・
生
計
」
と

い
う
意
味
で
、
国
民
生
活
の
幅
広
い
課
題
の
相
談
に
応
じ
る
役
割
を

こ
の
名
称
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
よ
っ
て
、
民
生
委
員
は
、
貧
困
者
の
援
護
指
導
の
み
で
な
く
、
児

童
母
子
の
福
祉
、
老
人
の
福
祉
、
家
庭
上
の
諸
問
題
な
ど
地
域
福
祉

の
施
策
を
実
施
す
る
行
政
の
協
力
者
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
時
、
民
生
委
員
の
改
称
に
加
え
、
委
嘱
者
が
従
前
の
都
道
府

県
知
事
か
ら
厚
生
大
臣

(

現
厚
生
労
働
大
臣

)
へ
と
改
め
ら
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
国
民
生
活
の
幅
広
い
課
題
に
応
じ
る
民
生
委
員
の

役
割
の
大
き
さ
に
応
じ
た
も
の
で
し
た
。

　　
現
在
で
は
、
民
生
委
員
が
児
童
委
員
も
兼
務
し
て
お
り
民
生
児
童

委
員

(

民
生
委
員
・
児
童
委
員

)

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
を
専
門
に
担
当
す
る
主
任
児
童
委
員
も
委
嘱
さ
れ
民

生
児
童
委
員
と
の
連
携
で
活
動
し
て
ま
す
。

　
民
生
児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
は
、
全
国
で
約
二
十
三
万
人
の

方
が
委
嘱
を
受
け
て
い
ま
す
。
小
諸
市
で
は
、
百
十
名
の
方
が
委
嘱

を
受
け
活
動
し
て
い
ま
す
。

　　

民
生
児
童
委
員
と
は

　
地
域
住
民
の
な
か
か
ら
選
ば
れ
、
自
ら
も
住
民
の
一
員
と
い
う
性

格
を
も
っ
て
住
民
の
見
守
り
や
相
談
活
動
を
行
い
ま
す
。

(

担
当
区

域
を
も
っ
て
活
動
し
ま
す

)

。

　

　　
主
任
児
童
委
員
と
は

　
学
校
や
児
童
福
祉
関
係
機
関
と
民
生
児
童
委
員
と
の
連
絡
役
と

な
っ
て
協
力
し
て
活
動
を
行
い
ま
す
。

　　
地
区
民
児
協
で
活
動

　
い
ず
れ
の
委
員
も
、
市
内
八
地
区

(

東
南
部
、
東
部
、
西
部
、
北

大
井
、
三
岡
、
大
里
西
小
諸
、
川
辺
、
南
大
井
の
八
地
区

)

に
設
置

さ
れ
た
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会

(

地
区
民
児
協

)

に
所
属
し
て

活
動
し
ま
す
。

 　

民
生
児
童
委
員
は
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　　

住
民
の
相
談
・
支
援
活
動

 
　
高
齢
者
の
安
否
確
認
や
見
守
り
の
た
め
の
訪
問
活
動
を
行
い

　
ま
す
。

 
地
域
住
民
が
抱
え
る
悩
み
や
心
配
ご
と
の
相
談
に
の
り
、
必
要
に

　
応
じ
て
専
門
機
関
へ
つ
な
い
だ
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
情
報

　
を
提
供
し
ま
す
。

　　
地
域
福
祉
活
動

 
　
高
齢
者
や
子
育
て
家
庭
を
対
象
に
し
た
サ
ロ
ン
活
動
や
地
域
行

　
事
や
学
校
行
事
な
ど
に
参
加
し
住
民
と
の
交
流
を
深
め
ま
す
。

　

関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
で
活
動

 
　
行
政
な
ど
の
依
頼
に
基
づ
く
担
当
区
域
内
の
高
齢
者
世
帯
の
状

　
況
調
査
や
地
域
の
福
祉
活
動
に
活
用
さ
れ
る
共
同
募
金
の
呼
び
か

　
け
に
協
力
し
ま
す
。

　　
仲
間
同
士
の
情
報
交
換
や
研
修
活
動

 
　
地
域
の
民
生
児
童
委
員
や
主
任
児
童
委
員
に
よ
る
月
例
会
議
に

　
参
加
し
、
委
員
同
士
の
情
報
交
換
や
地
域
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て

　
話
し
合
い
を
行
い
ま
す
。
又
、
必
要
な
知
識
な
ど
を
得
る
た
め
の

　
研
修
に
参
加
し
ま
す
。

　



　
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
事
件
を
起
こ
し
て

は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
二
歳
児

全
戸
訪
問
事
業
「
に
こ
に
こ
子
育
て
応
援

団
」

(

委
員
が
訪
問
し
応
援
グ
ッ
ズ
の
マ

グ
カ
ッ
プ
を
差
し
上
げ
な
が
ら
安
否
確
認

を
行
う
。

)

を
昨
年
の
四
月
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
訪
問
事
業
が
一
年
経
過
し
た
今
、

町
内
の
皆
様
の
理
解
が
さ
ら
に
得
ら
れ
る

よ
う
、
努
力
さ
れ
て
い
る
お
話
し
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。

栗林氏による講演
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グループでの意見交換

長崎氏による講演

  

◎
姉
妹
都
市
　
大
磯
町
民
児
協
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
流
研
修
に
つ
い
て

 　
六
月
二
十
三
日

(

木

)

小
諸
市
役
所
会
議
室
に
お
い
て
、
神
奈
川

県
大
磯
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

(

三
十
五
名

)

と
の
交
流
研
修
会

を
行
い
ま
し
た
。

　
大
磯
町
と
小
諸
市
は
文
豪
の
島
崎
藤
村
が
取
り
持
つ
姉
妹
都
市
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
藤
村
の
足
跡
は
誕
生
の
地
で
あ
る
岐
阜
県
中
津
川
市

(

旧
山
口

村

)

、
藤
村
文
学
の
基
礎
を
築
い
た
小
諸
市
、
そ
し
て
晩
年
を
過
ご

し
た
大
磯
町
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
交
流
会
で
は
、
小
泉
俊
博
市
長
の
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
、
両
協
議
会

長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
次
の
テ
ー
マ
で
意

見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　
①
児
童
に
関
わ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
　
②
高
齢
者
に
関
わ
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
　
③
災
害
時
要
援
護
者
に
関
わ
る
取
り
組
み
に
つ

い
て

　
①
と
②
の
テ
ー
マ
で
は
、
地
域
で
の
相
談
・
支
援
活
動
に
つ
い
て

区
役
員
、
住
民
、
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
ー
の

再
生
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
③
の
テ
ー
マ
で
は
、
災
害
時
の
活
動
に

お
い
て
要
援
護
者
の
安
全
確
保
や
孤
立
の
防
止
な
ど
区
役
員
、
住

民
、
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
災
害
時
を
想
定
し
た
活
動
の
確
立

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
磯
町
で
は
一
昨
年
の
五
月
に
厚
木
市
の
ア
パ
ー
ト
で
、

子
ど
も
の
白
骨
化
遺
体
が
見
つ
か
っ
た
事
件
が
あ
り
、

　
　
◎
児
童
福
祉
部
会
研
修
会
に
つ
い
て

　
七
月
十
三
日

(

水

)

市
役
所
ス
テ
ラ
ホ
ー

ル
に
お
い
て
小
諸
市
民
児
協
児
童
福
祉
部
会

主
催
の
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
は
長
野
県
東
信
教
育
事
務
所
の
指
導

主
事
栗
林
幸
治
氏
に
よ
り
「
信
州
型
コ
ミ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」
で
の
民
生
児
童
委
員
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
を
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
講
演
で
は
、
佐
久
地
区
で
の
学
校
と
地
域

住
民
と
の
協
働
に
よ
り
、
子
ど
も
を
育
て
る

学
校
づ
く
り
の
事
例
の
説
明
を
う
け
ま
し

た
。
私
た
ち
は
、
で
き
る
者
が
、
で
き
る
時

間
で
、
で
き
る
こ
と
か
ら
行
動
す
る
一
歩
を

踏
み
出
す
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
　
◎
高
齢
者
福
祉
部
会
研
修
会
に
つ
い
て

　
六
月
十
五
日

(

水

)

市
文
化
セ
ン
タ
ー
講
義
室
に
お
い
て
小
諸
市

民
児
協
高
齢
者
福
祉
部
会
主
催
の
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
高
齢
福
祉
課
の
主
査
保
健
師
 
長
崎
美
智
代
氏
に
よ
り

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
と
私
た
ち
や
地
域
に
で
き
る
こ
と
は

な
に
か
を
テ
ー
マ
と
し
て
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
団
塊
の
世
代
が
七
十
五
歳
以
上
と
な
る
二
〇
二
五
年
を
目
標
に
、

要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生
活
支
援
が
一
体
で
提

供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
実
現
す
る
た
め
の

医
療
と
介
護
の
連
携
、
認
知
症
施
策
、
地
域

ケ
ア
会
議
の
開
催
、
生
活
支
援
の
充
実
な
ど

が
考
え
ら
れ
て
お
り
、
今
後
、
地
域
関
係
者

を
含
め
て
ど
う
進
め
て
い
く
か
が
大
き
な
課

題
で
あ
る
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
今
後

は
、
地
域
に
お
い
て
住
民
同
士
が
関
心
を
も

ち
連
携
す
る
こ
と
が
益
々
重
要
に
な
っ
て
い

く
と
感
じ
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。



　西部地区の委員の皆さん　 世代間交流(どんど焼き)

世代間交流事業(卓球で遊ぶ子ども達)
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　 給食会(お弁当作り)　　　　　委員研修旅行(金沢)

　介護予防教室(音楽療法)　　介護予防教室(健康体操)

　
自
分
で
行
動
す
る
こ
と
が
思

う
に
ま
ま
な
ら
ぬ
方
へ
の
配
慮

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
ま
ず
は
、
こ
の
地
区
の
民
生

児
童
委
員
は
私
で
す
と
皆
ん
な

に
知
っ
て
も
ら
い
、
良
き
相
談

相
手
と
し
て
の
役
目
を
果
た
し

て
行
き
た
い
思
っ
て
い
ま
す
。
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地
域
の
皆
さ
ん
の
良
き
相
談
相
手
と
し
て

　　
　
 
東
南
部
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会
　
会
長
　
荒
野
亜
土

　　
東
南
部
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会
は
、
十
区
十
八
名
で
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
多
様
な
特
性
を
持
っ
た
地
域
で
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性

に
合
わ
せ
て
、
区
と
の
連
携
を
密
に
す
る
こ
と
で
民
生
児
童
委
員
が
活

動
し
易
い
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
毎
月
の
地
区
定
例
会
は
民
生
児
童
委
員
に
必
要
な
知
識
の
取
得
、
情

報
交
換
、
各
地
区
で
の
活
動
の
様
子
、
話
し
合
い
等
欠
か
せ
な
い
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
定
例
会
に
は
、
毎
月
必
ず
通
学
区
野
岸
小
学
校
の
校
長
先
生
が
出
席

し
て
く
だ
さ
り
、
学
校
に
お
け
る
最
新
の
子
ど
も
達
の
様
子
を
話
し
て

頂
い
て
い
ま
す
。

　　
民
生
児
童
委
員
と
し
て
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
良

き
相
談
相
手
に
な
れ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
特
に
現
在
の
少
子
高
齢
者
社
会
に
於
い
て
は
、
動
き
た
く
て
も

　
　
　
地
域
と
の
連
携
で
活
動
し
て
い
ま
す

　　
　
　
　
西
部
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会
　
会
長
　
山
田
英
治

　
西
部
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会
は
、
古
城
、
市
町
、
新
町
、
両

神
、
富
士
見
平
の
五
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
十
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
毎
月
開
催
の
地
区
会
は
委
員
相
互
の
情
報
交
換
、
ケ
ー
ス
の
検
討

な
ど
日
常
活
動
に
必
要
な
知
識
の
習
得
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
各
委
員
が
担
当
す
る
地
区
で
は
、
独
居
高
齢
者
や
児
童
の
見
守
り

活
動
や
敬
老
会
、
給
食
会
、
介
護
予
防
教
室
、
世
代
間
交
流
、
健
康

達
人
区
ら
ぶ
の
行
事
な
ど
で
区
役
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と

の
連
携
に
よ
り
委
員
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
委
員
の
活
動
や
地
域
で
の
様
子
は
ご
覧
の
と
お
り
で
す
。

　
今
後
も
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
連
携
に
よ
り
地
域
福
祉
の
向
上
の
た

め
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



　 
 
 
地
域
と
の
連
携
を
大
事
に

　　
　
　
　
　
北
大
井
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会
　
会
長
　
望
月
健
一

　　
民
生
児
童
委
員
の
任
期

(

三
年

)

が
あ
と
数
ヶ
月
で
終
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　
三
年
前
の
一
斉
改
選
で
は
、
北
大
井
地
区
民
生
児
童
委
員
十
九
名

(

主
任
児
童
委
員
含
む

)

中
、
十
八
名
が
交
代
と
い
う
驚
く
べ
き
状
況

で
今
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　　
新
し
く
委
員
に
な
っ
た
十
八
名
の
方
々
は
、
県
、
市
あ
る
い
は
市
民

児
協
の
主
催
す
る
研
修
会
等
で
熱
心
に
勉
強
し
、
そ
し
て
月
一
回
開
催

さ
れ
る
「
地
区
会
」
で
も
各
地
区
で
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
活
発
に
議

論
を
重
ね
、
現
在
ま
で
「
地
域
と
関
係
機
関
と
の
つ
な
ぎ
役
」
を
一
生

け
ん
命
つ
と
め
て
き
ま
し
た
。

　　
「
つ
な
ぎ
役
」
と
ひ
と
言
で
い
っ
て
も
、
北
大
井
地
区
で
区
の
数
が

十
五
あ
る
中
で
、
世
帯
数
が
少
な
い
区
は
七
十
世
帯
、
多
い
と
こ
ろ
で

は
六
百
世
帯
を
超
え
る
と
い
う
状
況
で
、
同
じ
民
生
児
童
委
員
と
い
っ

て
も
、
地
域
で
の
活
動
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
お
り
、
一
律
に
活
動
内
容

が
さ
だ
ま
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

委
員
一
人
一
人
が
地
域
の
皆
さ

ん
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
に
適
し
た
活
動
を

考
え
な
が
ら
、
地
域
福
祉
の
向
上

に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

北大井地区の委員の皆さん

 
◎
祝
表
彰
者

　
次
の
方
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
民
生
児
童
委
員
と
し
て
活
動
さ

れ
、
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
連
合
会
会
長
よ
り
栄
え
あ
る

表
彰
を
受
け
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

 
永
年
勤
続
民
生
委
員
児
童
委
員
表
彰

　
　
　
依
田
　
き
く
よ
 
委
員

(

東
部
地
区

)

　

(

六
期
十
八
年

)

　
表
彰
状
が
全
民
児
連
よ
り
送
付
さ
れ
し
だ
い
伝
達
表
彰
を
行
い
ま

す
。

　
次
の
方
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長
と
し

て
活
動
さ
れ
、
長
野
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
連
合
会
会
長
よ

り
栄
え
あ
る
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

 　
永
年
勤
続
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長
表
彰

　
　
　
望
月
　
健
一
 
委
員

(

北
大
井
地
区

)

　

(

三
期
九
年

)

　
表
彰
式
は
、
九
月
一
日

(

木

)

長
野
市
ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
第
二
十
三
回
長
野
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
◎
広
報
部
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
今
回
の
第
三
号
で
は
、
市
内
三
地
区
の
民
生
児
童
委
員
協
議
会
の

活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
第
一
号
か
ら
第
三
号
で
、
市
内
八

地
区
の
地
区
民
児
協
の
活
動
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
引
き
続
き
地
区
民
児
協
で
の
活
動
の
様
子
を
皆
様
へ
お

知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

　
次
回
の
第
四
号
か
ら
は
新
任
委
員
の
体
制
で
編
集
発
行
し
て
い
き

ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
広
報
誌
へ
の
問
い
合
わ
せ
等
は
小
諸
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
の

事
務
局
へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
事
務
局

　
　
　
　
小
諸
市
民
生
部
厚
生
課
保
護
社
会
係
ま
で

　
　
　
　
　
電
話
〇
二
六
七

(

二
二

)

一
七
〇
〇
 
内
線
二
一
四
六
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